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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、メンフィス・ネクロポリス遺跡の整備計画を策定することを目的としている。域内にある

アブ・シール南丘陵遺跡とダハシュール北遺跡の発掘調査では大きな成果を挙げているが、目標とする

整備計画策定には今後一層の努力が必要である。 

研究代表者は計画を変更し、上記二つの遺跡をモデルケースとして今後の研究を進めたいとしている。

世界遺産でもある遺跡の整備計画の策定には、遺跡保存地区とそれを守るための緩衝地帯の設定など広

域的な視点が欠かせないので、GIS を用いた現状調査データベースの構築に力を入れ、全体のプランが

早く明確になるよう取り組むことを期待する。 

今後は、エジプト政府や各国調査団の意見も聞いてメンフィス・ネクロポリス全域の遺跡保存につな

がる遺跡整備計画を策定し、基盤研究（Ｓ）に相応しい学術上の成果を挙げることを大いに期待する。

 


